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平成™š年˜™月™˜日 水曜日 (号外第™��号)官 報

（
美
容
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
五
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
美
容
師
法
施
行
令
第
四
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施

行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き

条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
場
合

と
み
な
す
。

（
旅
館
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
旅
館
業
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
旅
館
業
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
項
第
十
一
号

の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
保
健
所
を

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

２

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条

第
二
項
第
十
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、

当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、

当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

é

諸
国
が
、
国
際
連
合
憲
章
及
び
国
際
法
の
諸
原
則
に
基
づ
き
、
自
国
の
資
源
を
そ
の
環
境
政
策
に
従
っ
て
開
発

す
る
主
権
的
権
利
を
有
す
る
こ
と
並
び
に
す
べ
て
の
種
類
の
森
林
の
経
営
、
保
全
及
び
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す

る
世
界
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
た
め
の
法
的
拘
束
力
の
な
い
権
威
の
あ
る
原
則
声
明
の
原
則
１
æ
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
お
け
る
活
動
が
他
国
の
環
境
又
は
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
に
も
属
し
な

い
区
域
の
環
境
を
害
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、

ê

木
材
生
産
国
の
経
済
に
対
す
る
木
材
及
び
関
連
す
る
貿
易
の
重
要
性
を
認
め
、

ë

持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
の
関
連
に
お
い
て
森
林
が
も
た
ら
す
地
域
的
、
国
家
的
及
び
地
球
的
な
規
模
に
お
け

る
多
面
的
な
経
済
上
、
環
境
上
及
び
社
会
上
の
便
益
（
木
材
、
非
木
材
林
産
物
、
環
境
サ
ー
ビ
ス
等
）
の
重
要
性

並
び
に
持
続
可
能
な
開
発
、
貧
困
の
軽
減
及
び
開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
目
標
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
に
う
た
わ
れ

て
い
る
目
標
を
含
む
。）の
達
成
に
対
す
る
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
貢
献
を
認
め
、

ì

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
が
自
国
の
森
林
の
持
続
可
能
な
経
営
に
向
け
て
の
進
{ち
よ
く

状
況
を
評
価
し
、
監
視

し
、
及
び
促
進
す
る
重
要
な
手
段
と
し
て
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
た
め
の
比
較
可
能
な
基
準
及
び
指
標
を
促

進
し
、
及
び
適
用
す
る
必
要
性
を
認
め
、

í

熱
帯
木
材
貿
易
、
国
際
木
材
市
場
及
び
一
層
広
範
な
世
界
経
済
の
間
の
相
互
関
係
並
び
に
国
際
木
材
貿
易
の
透

明
性
を
改
善
す
る
た
め
に
世
界
的
な
展
望
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
に
留
意
し
、

３

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条

第
三
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、

当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、

当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

４

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条

第
四
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、

当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、

当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

（
薬
事
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧

薬
事
法
施
行
令
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
処

分
等
の
行
為
」
と
い
う
。）又
は
第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
薬
事
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許

可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。）で
、
同
条
の
規
定
の
施
行
の

日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
同
日
以
後
に
お
け

る
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
薬
事
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
薬
事
法
施
行
令
」
と
い
う
。）の
適

用
に
つ
い
て
は
、
新
薬
事
法
施
行
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

２

第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
薬
事
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
報
告
そ
の
他
の
手
続
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
同
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
、
新
薬
事
法
施
行
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
対
し
て
報
告

そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
薬
事

法
施
行
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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川
端
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夫
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務
大
臣
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生
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働
大
臣

小
宮
山
洋
子

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

二
千
六
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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平
成
二
十
三
年
十
二
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二
十
一
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内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

条
約
第
十
八
号

二
千
六
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定

前
文

こ
の
協
定
の
締
約
国
は
、

æ

新
た
な
国
際
経
済
秩
序
の
確
立
に
関
す
る
宣
言
及
び
新
た
な
国
際
経
済
秩
序
の
確
立
の
た
め
の
行
動
計
画
、
一

次
産
品
総
合
計
画
、
開
発
の
た
め
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
並
び
に
国
際
連
合
貿
易
開
発
会
議
（
第
十
一
回

会
期
）
が
採
択
し
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
精
神
及
び
サ
ン
パ
ウ
ロ
合
意
を
想
起
し
、

ç

千
九
百
八
十
三
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
及
び
千
九
百
九
十
四
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
を
想
起
し
、
ま
た
、

国
際
熱
帯
木
材
機
関
の
設
立
以
来
の
活
動
及
び
成
果
（
熱
帯
木
材
の
国
際
貿
易
を
持
続
可
能
で
あ
る
よ
う
に
経
営

さ
れ
て
い
る
供
給
源
か
ら
の
も
の
に
つ
い
て
行
う
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
を
含
む
。）を
認
め
、

è

さ
ら
に
、
二
千
二
年
九
月
に
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
が
採
択
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
宣
言

及
び
実
施
計
画
、
二
千
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
森
林
に
関
す

る
協
調
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
国
際
熱
帯
木
材
機
関
が
構
成
員
で
あ
る
も
の
）
の
設
立
、
千
九
百
九
十
二
年
六
月

に
国
際
連
合
環
境
開
発
会
議
が
採
択
し
た
環
境
及
び
開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
、す
べ
て
の
種
類
の
森
林
の
経
営
、

保
全
及
び
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
た
め
の
法
的
拘
束
力
の
な
い
権
威
の
あ
る
原

則
声
明
並
び
に
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
十
一
の
関
連
す
る
章
並
び
に
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
、
生
物
の

多
様
性
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
及
び
砂
漠
化
の
防
止
の
た
め
の
国
際
連
合
条
約
を
想
起
し
、
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